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     はじめに 
 

  この度は擬似交換機 EXCEL-9000 ｼﾘｰｽﾞをご調達頂き誠に有難うご座居ます。 

  本装置を安全に正しくご使用頂くために、次の事項を必ず遵守してください。 

 

 

    表示の意味 

    
 
  

 
    □設定以外の電源電圧で使用しない。 

    設定以外の電源電圧で使用すると、火災・感電事故及び故障の原因となることがあります。 
    設定電圧は 90～126V 及び 180～253V の間です。 

    本製品は電圧を自動検知し最適な電圧で使用できるよう自動設定しますので、一旦設定され 
    た電圧は変更しないで下さい。 
    特に、高電圧での使用は絶対に避けてください。 

    □分解、改造はしない。 
    本製品を分解または改造して使用すると、火災・感電事故の原因となることがあります。 

    □金属、水などの液体、紙などの異物を落とさない。 
    異物が内部に入った状態で使用すると、火災・感電事故の原因となることがあります。 

    □発火および引火の危険性がある場所では使用しない。 
     ガスなどが充満した場所で使用すると、火災や爆発事故の原因となることがあります。 
 
 
 

 
    □高温・多湿および埃が多い場所では使用しない。 

    本取扱説明書 7.1 項 一般仕様に規定する環境温度・湿度以外で使用すると、火災・感電事故 

      の原因となることがあります。 

    □本体通風孔を塞がない。 
    本体背面を壁などに付けたり、上部に物を置くと本体内部に熱がこもり、火災や故障の原因 
    となることがあります。 

    □安全確保の為、ｱｰｽ端子(FG)を接地して使用してください。 
    ｱｰｽ端子(FG)を接地しないと、異常時に感電の原因となることがあります。 

    □不安定な場所では使用しない。 
    本体が落下すると怪我をしたり、故障する原因となることがあります。 

    □発煙・異臭発生の時は使用しない。 
    電源を切り、当社へ点検・修理を依頼してください。そのまま使用すると火災・感電の原因 

      となることがあります。 
 

本表示の内容を無視したり、誤った取り扱いをすると、 
人が死亡または重大な危害が発生する場合があります。 

本表示の内容を無視したり、誤った取り扱いをすると、 
人に傷害および物的損害が発生する場合があります。 

警告： 

注意 : 

警告 

注意 
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1  概要 

本装置は各国電話端局交換機の交換動作、送出信号発生及び任意のﾄｰﾝ信号、呼出信号をｶｽﾀ 

ﾑ設定できる擬似交換機です。また、ﾙｰﾌﾟ電流、各信号のﾚﾍﾞﾙ、周波数等は広範囲に設定でき、 

端末機器の機能確認、性能評価に最適です。 

 

2  EXCEL-9000 ｼﾘｰｽﾞの機種一覧 

      EXCEL-9104    4 回線収容  NTT 端局交換動作 

      EXCEL-9204    4 回線収容  各国端局交換動作 + ｶｽﾀﾑ交換設定 

 

3  特長 

・27 ｶ国の端局交換機を即時に設定、更にｶｽﾀﾑ交換動作 3種まで設定できます。(9204 のみ) 

・NTT の基本ｻｰﾋﾞｽ(通信前ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ)を標準搭載(通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ｷｬｯﾁﾎﾝは 9204 のみ) 

・通話路に O型抵抗減衰器を配置、損失設定が可能です。(最大 62dB:CH 相互接続時) 

・ﾉｲｽﾞ発生器、ﾘﾝｸ特性等を通話路に挿入する外部機器接続端子を用意。 

・擬似加入者線路を接続しても、充分なﾙｰﾌﾟ電流が供給できます。(最大 99mA)  

・交換動作はﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙの各ﾁｬﾝﾈﾙ(以下､CH)対応の LED ﾗﾝﾌﾟ、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示、瞬時に確認できます。 

・電源入力電圧は多段自動切換方式を採用。 

 

4  主要機能 

・各国対応交換動作   27 ｶ国端極交換機を即時設定、ｶｽﾀﾑ 3 種(9204 のみ) 

・ﾏﾙﾁ CO        日本 <-> 米国等の異国間交換動作設定が可能(9204 のみ) 

・特殊交換動作       NTT 基本ｻｰﾋﾞｽ(ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ｷｬｯﾁﾎﾝ、ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、ﾌｧｸｼﾐﾘ通信網) 

                     を標準搭載、PBX 内線発信、ﾎｯﾄﾗｲﾝ等の動作が可能 

・ﾀﾞｲﾔﾙ信号監視      桁数及び番号は各 CH 個別設定可 

                     ﾀﾞｲﾔﾙ信号合否判定が可能 

・遠隔制御           付属のｿﾌﾄｳｪｱ「EXCELCOM99」で各種機能の設定と RS-232C ｲﾝﾀﾌｪｰｽで 

                     動作をﾓﾆﾀ可能(9204 のみ) 

 

5  標準梱包品ﾘｽﾄ 

    1. 本体                                                  1 台 

    2. 接続ｺｰﾄﾞ  RJ-11 － RJ-11(1m)                          4 本 

    3. 取扱説明書                                            1 冊 

    4. 電源ｺｰﾄﾞ                                              1 本 

    5. 予備電源ﾋｭｰｽﾞ 2A (ｲﾝﾚｯﾄに収容)                1 個 

 

6  保証期間 

設計、製造上の原因による装置の故障が発生した場合、無償修理の対象期間は 

納入後 1 ｶ年間とします。 
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7  仕様概要 

 

7.1  一般仕様 

 

項目 / 機種 EXCEL-9104 EXCEL-9204 

収容回線数 4L 4L 

各国対応交換仕様 NTT 端局交換動作に準拠 

ﾘﾝｸﾞ信号(IR) 16Hz､1sec ON 

                  2sec OFF 

ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ(DT) 400Hz､連続 

ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝ(BT) 400Hz､0.5sec ON  

                  0.5sec OFF 

ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝ(RBT)  

        400Hz16H 変調 1sec ON 

                  2sec OFF 

日本(NTT)､ｵｰｽﾄﾗﾘｱ､ﾍﾞﾙｷﾞｰ､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 

ｶﾅﾀﾞ､ﾁｪｺ､ﾃﾞﾝﾏｰｸ､ﾄﾞｲﾂ､ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 

ﾌﾗﾝｽ､ｷﾞﾘｼｬ､ﾊﾝｶﾞﾘｰ､ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ､ｲﾀﾘｱ 

韓国､ﾒｷｼｺ､ｵﾗﾝﾀﾞ､ﾉﾙｳｪｰ､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ､ｽﾍﾟｲﾝ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 

ｽｲｽ､台湾､ｲｷﾞﾘｽ､ｱﾒﾘｶ  (計 27 ｶ国) 

各国交換動作に準拠 

ｶｽﾀﾑ設定  1～3 

CH 毎交換仕様 Single(NTT) Single(NTT)/Multi 

外部通話路接続端子 各 CH 通話路に対応、600Ωｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ機器接続可 

極性反転 NTT(標準)：被呼側呼出信号鳴動時反転、着信時復極及び発呼側反転 

ｶｽﾀﾑ設定時:上記同様 

(例外 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ：被呼側呼出信号鳴動時から終話まで反転、ｵﾝﾌｯｸ時復帰) 

被呼側呼出条件 受信ﾀﾞｲﾔﾙ番号が設定ﾀﾞｲﾔﾙ番号と一致した時 

ｽﾋﾟｰｶﾓﾆﾀ 設定ﾁｬﾝﾈﾙ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 20 文字×4行 LCD ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付) 

交換動作状態表示 各 CH LED ﾗﾝﾌﾟの点灯、点滅及びﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示 

電源 

 

AC 入力電圧  AC.100V,115V,200V,230V ±10%  50/60Hz 

消費電力：80VA(MAX) 

寸法/重量 360(W)×365(D)×150(H)mm (突起物は除く) / 約 8 Kg 

動作温度/湿度 +5℃～+35℃ / +35℃  80% RH 以下(結露なし) 

保存温度/湿度 -5℃～+45℃ / +45℃  80% RH 以下(結露なし) 
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7.2  電気的仕様 

 

項目 / 機種 EXCEL-9104 EXCEL-9204 

ﾗｲﾝ給電 

(定電流給電方式) 

開放電圧：-48V 

ﾙｰﾌﾟ電流：0(専用線)､10～99mA  (1mA ｽﾃｯﾌﾟ)  精度：±2.5mA 

ﾙｰﾌﾟ 

感動電流/不感動電流 

15mA 以上/10mA 以下 

ﾙｰﾌﾟ検出時間 

 

ｵﾌﾌｯｸ検出：発呼時 30msec 以上、被呼時 300msec 以上 

ｵﾝﾌｯｸ検出：700msec 以上 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号設定 各 CH 毎に個別設定  桁数：1～20 

受信ﾀﾞｲﾔﾙ 

 

DP/DTMF ﾀﾞｲﾔﾙ自動判別、DP 専用(切替え式) 

 ・DP ﾀﾞｲﾔﾙ信号 ： 0～9    10PPS        20PPS    

   ﾒｰｸ時間               20～50msec      10～30msec 

   ﾌﾞﾚｰｸ時間          50～80msec      30～40msec 

   ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ             600 msec 以上    450msec 以上 

 ・DTMF ﾀﾞｲﾔﾙ信号 ： 0～9、*、#、A、B、C、D 

   周波数偏差  1.5%以内 

   信号時間    50msec 以上 

   受信周波数  ITU-T 勧告に準拠 

FEEDING BRIDGE 交換動作なしに通話路形成(通話 CH 組合固定)、ﾙｰﾌﾟ電流設定可 

通話路形成：CH1－CH2、CH3－CH4 

通話路損失  

(2CH 間通話路形成時) 

損失：1dB 以内  (周波数 1500Hz、600Ω終端時) 

通話損失設定 O 型抵抗減衰器(内蔵)で各 CH 毎に損失設定可 

設定：0～31dB  1dB ｽﾃｯﾌﾟ 

LCI ﾀｲﾑ 通話終了時、一方がｵﾝﾌｯｸすると相手側に瞬断発生 

瞬断時間(LCI ﾀｲﾑ)設定： 0～98msec   2msec ｽﾃｯﾌﾟ 

外部通話路接続端子 

  

各 CH の通話路を分離し、外部にﾉｲｽﾞ発生器、ﾗｲﾝｼﾐｭﾚｰﾀ等を挿入 

600Ωｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 機器接続可 

 

 

 

 

＊ 各種交換動作ｼｰｹﾝｽ、信号送出ﾚﾍﾞﾙ、信号送出電圧、及びｹｰﾃﾞﾝｽ等の詳細については、

電気通信協会発行の技術参考資料「電話ｻｰﾋﾞｽのｲﾝﾀﾌｪｰｽ 第 5版」、「ﾌｧｸｼﾐﾘ通信網ｻｰﾋﾞ

ｽのｲﾝﾀﾌｪｰｽ(端末編) 第 4版」等をご覧下さい 
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8  構成機能 

 

項 目 / 機 種 9104 9204 

"0"発信 

NTT ﾌｧｸｼﾐﾘ通信網(F-ﾈｯﾄ) 

NTT ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝｻｰﾋﾞｽ(DI) 

ﾎｯﾄﾗｲﾝ  (CH1<->CH2、CH3<->CH4 固定) 

FEEDING BRIDGE (CH1<->CH2、CH3<->CH4 固定) 

ｽﾋﾟｰｶﾓﾆﾀ (CH1～CH4 の任意の CH を選択) 

NTT ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｻｰﾋﾞｽ(通信前) 

 ＊9104：発番号及び P、O、C、Ｓのｷｬﾗｸﾀ送出のみ 

NTT ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｻｰﾋﾞｽ(通信中) 

 ＊通信中情報ｻｰﾋﾞｽ(1997.8 版)に準拠 

NTT ｷｬｯﾁﾎﾝｻｰﾋﾞｽ 

ﾏﾙﾁ CO 

ｶｽﾀﾑ交換設定 

遠隔制御ﾎﾟｰﾄ（RS-232C） 

ｿﾌﾄｳｪｱ「EXCELCOM99」(MS-WINDOWS95/98/NT 対応) 

RS-232C ｲﾝﾀﾌｪ-ｽｹｰﾌﾞﾙ 

DTMF 信号送出(最大 100 桁) 

課金信号発生(海外のみ) 

通話路信号ﾚﾍﾞﾙ測定 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

OP 

OP 

OP 

OP 

 

      ○：標準搭載 －：搭載なし OP：ｵﾌﾟｼｮﾝ(開発予定) 

 

 

9 ｶｽﾀﾑ交換設定範囲  (9204 のみ) 

 

ﾘﾝｸﾞ信号(IR) 周波数    10～99Hz       1Hz ｽﾃｯﾌﾟ      ±0.5Hz 

信号電圧   0～99Vrms     1Vrms ｽﾃｯﾌﾟ    ±1Vrms (負荷 10KΩ) 

ｹｰﾃﾞﾝｽ     0～9990msec  10msec ｽﾃｯﾌﾟ    ±2msec 

ﾄｰﾝ信号 

(DT､BT､RBT､SDT) 

周波数  0、50～2000Hz     1Hz ｽﾃｯﾌﾟ    －1% 

ﾚﾍﾞﾙ       -3～-55dBm     1dB ｽﾃｯﾌﾟ    ±1.5dB (負荷 600Ω) 

ｹｰﾃﾞﾝｽ      0～9990msec  10msec ｽﾃｯﾌﾟ  ±2msec 
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10  回路構成 (ﾌﾞﾛｯｸﾀﾞｲﾔｸﾞﾗﾑ) 

 
                                  外部機器接続端子           H/B 回路 
                                a                          (2W→4W→2W) 
 
 
 
         L1 
                              
 
 
       L2 
          
 
 
 
                                  INT/EXT  SW 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                       
 
 
                      
                     PW.SW 
 
         AC INPUT 
           
                      SW    FUSE 
 
                         

A
T
T

 
 
通 
 
 

話 
 
 

路 
 
 

ク 
 
 

ロ 
 
 

ス 
 
 

ポ 
 
 

イ 
 
 

ン 
 
 

ト 

 
H/B 

 
同上 

 
   同上 

CURRENT SOURCE 
LOOP CURRENT 
DIAL DETECTOR 
LCI CONT. 
TONE SIGNAL GENERATATOR

CONTROLLER 
CPU 

OPERATION SW

～ 

CH2 

CH3 
 

同上 

 
同上 CH4 

 
   同上 

 
   同上 

INDICATOR

POWER 
SUPPLY 

CH1 

b
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11  ﾊﾟﾈﾙ部の説明 

 

11.1  前面ﾊﾟﾈﾙ 

 

  (1)【LINE】 

      試験端末接続端子 RJ-11 

 

  (2)【STATUS】 

      各 CH の状態表示用 LED ﾗﾝﾌﾟ 

 

  (3)【ATT.(dB)】 

      通話路伝送損失設定用 SW 

 

  (4)【INT/EXT】 

      内蔵 ATT(INT)と外部回線機器接続端子(EXT)との切替 SW 

 

  (5)【TRANSMIT LINE】 

      外部機器接続用端子(a､b) RJ-11 

      a、b 間に、回線障害発生器等の外部機器を接続可 

   (10 項、回路構成を参照) 

 

  (6) 交換ﾓｰﾄﾞ LED ﾗﾝﾌﾟ(【"0" DIAL】、【FD BRG】、【HOT LINE】、【ADD.】) 

      各交換ﾓｰﾄﾞの設定状態を表示 

 

  (7)【LINE MONITOR/SETUP OPTIONS】 

      ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ:4 行 20 文字    各 CH 交換接続状態等を表示 

 

  (8)【MENU】 

      各 CH の LINE MONITOR 状態、状態設定(SETUP OPTION)切替 SW 

 

  (9)【SETUP SELECTION】 

      「 」「 」「▼」「▲」ｷｰで項目選択、数値をｽｸﾛｰﾙ 

 

  (10)【HOLD】 

       交換動作、IR 信号各種ﾄｰﾝ発生時に現状態をﾎｰﾙﾄﾞ 

 

  (11)【SP MONITOR】 

       通話ﾓﾆﾀ CH の設定 

 

  (12)【VOLUME】 

       「▼」「▲」ｷｰで内蔵ｽﾋﾟｰｶ音量調節 
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11.2  背面ﾊﾟﾈﾙ 

 

  (1)【POWER】 

      電源投入 SW 

 

  (2)【AC. SOURCE】 

      AC 電源入力電圧  :  AC.100V,115V,200V,230V ±10%   50/60Hz 

      ﾋｭｰｽﾞ  :  2A 

 

  (3)【FG】 

      ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ端子 

 

  (4)【RS-232C】 

      通信制御ﾎﾟｰﾄ 
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12  取扱い方法 

 
12.1  取扱い上の注意 

 

    (1) 本装置を使用する場合は必ず本取扱説明書をご一読願います。 

    (2) 本装置の高温、多湿及び低温度環境下での使用はできるだけ避けて下さい。 

    (3) 回線接続ｺｰﾄﾞは指定のﾓｼﾞｭﾗｺｰﾄﾞを使用して下さい。 

    (4) 電源ｺｰﾄﾞをﾗｲﾝｺﾝｾﾝﾄに接続する前に、電源電圧を確認して下さい。 

(5) 本装置は過電流保護のﾋｭｰｽﾞを使用しています。本ﾋｭｰｽﾞが溶断した場合は故障原因を 

         確かめ、修復した上で必ず規定のものと交換して下さい。 

         また、ﾋｭｰｽﾞ交換は電源ｺｰﾄﾞをﾗｲﾝｺﾝｾﾝﾄから外して行って下さい。 

 

  

 

 

    (6)  電源 SW の短時間での ON/OFF 操作は避けて下さい。 

    (7)  装置内の通気性確保のため、背面は適当に空間をとって下さい。(5cm 以上) 

         また、送風ﾌｧﾝのﾌｨﾙﾀは定期的に清掃するようにして下さい。 

    (8)  電源部は高電圧回路があります。ﾘｱﾊﾟﾈﾙ内部は触れないで下さい。 

 

 

12.2  電源投入 

 

   本装置の電源入力は多段自動電圧切り替え方式(90V～253V)を採用しています。電源電圧の 

   変化に関係なく動作が可能です。検出可能な電圧(AC)は以下の通りです 

 

 

検出電圧(AC) 

254V × 

238V ○ 

217V ○ 

206V ○ 

190V ○ 

180V ○ 

127V × 

119V ○ 

110V ○ 

104V ○ 

96V ○ 

89V ○ 

 

            ○：検出可 ×：検出不可 

 

 

電源ﾋｭｰｽﾞは 2.0A を使用して下さい。 

 

   動作可能電源電圧 

  

 100V±10%：( 90V～110V) 

 115V±10%：(103V～126V) 

 200V±10%：(180V～220V) 

 230V±10%：(207V～253V) 
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 ・ 電源投入時のｴﾗｰﾁｪｯｸについて 

 

  電源投入時に、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ、ｿﾌﾄｳｪｱのｴﾗｰﾁｪｯｸを行います。 

  ｴﾗｰ発生がある場合は次のﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示します。 

 

 

 (1) ﾊｰﾄﾞｳｪｱｴﾗｰ 

 

 

 

 

 

 

  上記ﾒｯｾｰｼﾞを表示した場合は、ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰへ連絡して下さい。 

 

 

 

 (2) 電源電圧ｴﾗｰ 

 

 

 

 

 

 

 

  上記ﾒｯｾｰｼﾞを表示した場合は、電源接続を確認して下さい。 

 

 

 

 (3) ﾒﾓﾘｴﾗｰ 

 

 

 

 

 

 

    上記ﾒｯｾｰｼﾞを表示した場合は、必ず再度電源 OFF/ON し、ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定の操作をして下さい。 

 

  HARDWARE ERROR 
「ﾊｰﾄﾞｳｪｱに重大な障害があります」 

 

  OUT OF ORDER 

   PLEASE SET DEFAULT

 

「ﾒﾓﾘ内容が破壊されています」 

 E X C E L - 9 1 0 4 

        Version 1.00 

  

 “ 各ｴﾗ-ﾒｯｾｰｼﾞを表示 ”

「電源電圧値が規定範囲外になっています」 

    各ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ表示は次の 3通りです。 

     ① AC.IN > 254V     

   ② 127V < AC.IN < 180V 

   ③ AC.IN < 89V 
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  通常、電源投入後は次の順序でﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに内容を表示します 

 E X C E L - 9 1 0 4 

        Version 1.00 

  

  Initialize ... 

 E X C E L - 9 1 0 4 

        Version 1.00 

  

  AC.IN Check... 

 E X C E L - 9 1 0 4 

        Version 1.00 

  

AC.IN Check...OK! 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 E X C E L - 9 2 0 4 

        Version 1.00 

 

 RS-232C SET START 

 E X C E L - 9 1 0 4 

        Version 1.00 

  

 DEFAULT SET START 

 E X C E L - 9 1 0 4 
    Version 1.00 

 

 DEFAULT SET END 

 BAUDRATE    9600 BPS 

 PARITYBIT       NONE 

 STOPBIT        1 BIT 

 CHARACTER      8 BIT 

RS-232C 設定の場合 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定の場合

(瞬時間表示) 

「▲」「▼」ｷｰを 

ﾌﾘｰにするまで表示 

「MENU」ｷｰを 

ﾌﾘｰにするまで表示 各項目を設定変更後 

 「MENU」ｷｰを 1 回押す 

 E X C E L - 9 1 0 4 

        Version 1.00 

  

 “ 各ｴﾗ-ﾒｯｾｰｼﾞを表示 ”

 

  OUT OF ORDER 

   PLEASE SET DEFAULT

 

 

  HARDWARE ERROR 

電源電圧ｴﾗｰの場合

ﾊｰﾄﾞｳｪｱｴﾗｰの場合 

ﾒﾓﾘｴﾗｰの場合 

 
   改良等により Version.No は変更 

   になる場合があります 

* 9204 のみ 
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12.3 電源投入時の各種設定操作 

 
 (1) ﾃﾞﾌｫﾙﾄ条件設定 

  「MENU」ｷｰを押しながら、電源 ON すると、ﾃﾞﾌｫﾙﾄ条件が設定できます。設定をﾃﾞﾌｫﾙﾄ条件に 

  戻す場合に操作します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄ条件設定が開始/完了時に、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表示します。 

  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ条件の詳細は、14.5 項、出荷時の設定状態表(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値)を参照下さい。また、ﾃﾞﾌｫﾙﾄ条件 

  設定後の交換ﾓｰﾄﾞはﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞになります。 

 
 (2) RS-232C 通信設定 (9204 のみ) 

  「▲」+「▼」ｷｰを押しながら、電源 ON すると、通信条件が設定できます。RS-232C 通信設定を 

  変更する場合に操作します。RS-232C 通信設定を開始時に、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表示します。 

  (操作方法については各種登録操作を参照して下さい) 

 

 RS-232C 通信設定項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ 9600 BPS 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ NONE 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 BIT 

ｷｬﾗｸﾀﾋﾞｯﾄ 8 BIT 

 

 

・ PC 接続について 

 

    EXCELCOM99 と通信中にｴﾗｰが発生した場合には、次のﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

    上記ﾒｯｾｰｼﾞを表示した場合は、通信設定条件等を確認して下さい。 

 

  COMM. TROUBLE 
  “各ｴﾗ-ﾒｯｾｰｼﾞを表示”

 

「通信条件が一致していません」 

    各ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ表示は次の 3通りです。 

    ① OVERRUN ERROR 

    ② PARITY ERROR  

    ③ FRAMING ERROR 
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13  操作方法 

 

「MENU」ｷｰを押すと[LINE MONITOR]､[SETUP OPTION1]､[SETUP OPTION2]､[SETUP OPTION3]のように  

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表示内容が変化し各種の設定が可能となります。 

 各種交換動作の設定は LINE MONITOR 状態で行います。 

 (9104 の場合、[SETUP OPTION2]は表示されません。) 

 

13.1  ﾒﾆｭｰ構成 

 
  各種内容の設定ﾒﾆｭｰの構成を示します。 

 

 

  「MENU」ｷｰでﾓｰﾄﾞ選択 

 

 

 

 

   各項目の数値等の設定は「▲」「▼」ｷｰ操作で行います。 

 

 

(注1) NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能(交換動作)による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

(注2) ｶｽﾀﾑによる設定可能な項目範囲を参照して下さい。 

 「 」  ・ﾓﾆﾀ-ﾁｬﾝﾈﾙ切替(CH1～CH4) 

 「 」  ・HOLD 固定(ON/OFF) 

 「▲」  ・音量調節(volume up)  

 「▼」  ・音量調節(volume down) 

LINE MONITOR 

(ﾗｲﾝﾓﾆﾀｰ状態) 

SETUP OPTION1 

(CH 別設定) 

SETUP OPTION2 

(ｶｽﾀﾑ設定) 

SETUP OPTION3 

(交換ﾓｰﾄﾞ設定) 

「 」「 」ｷｰで項目選択 

  ・NTT 電話ｻｰﾋﾞｽ付加機能の各項目別設定 (注 1) 

 「 」「 」ｷｰで項目選択 

  ・ｶｽﾀﾑ時のﾃﾞﾌｫﾙﾄ国名設定 

  ・各信号別設定 (注 2) 

・極性反転設定 

・終話後発生信号 BT/DT/NONE(無音)設定 

 「▲」「▼」ｷｰで項目選択 

  ・NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能別設定 (注 1) 
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 (注 1) NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能(交換動作)による各項目設定一覧表 

 

 SETUP OPTION 3 の交換動作ﾓｰﾄﾞ 

 

NO. 交換動作ﾓｰﾄﾞ LCD 表示 

*1 通常交換 NORMAL 

*2 “0”発信 0 DIAL 

*3 ﾌｨｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾞﾘｯｼﾞ FEEDING BRDGE 

*4 ﾎｯﾄﾗｲﾝ HOTLINE 

*5 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ DIALIN 

*6 F-NET FACSIMILE NET 

*7 ｷｬｯﾁﾎﾝ CATCH PHONE 

*8 ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ NUMBER DISPLAY 

*9 ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ MODEM DIALIN 

*10 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 
NUMBER DISPLAY 

CATCH PHONE 

 

 

 

SETUP OPTION 1 の設定項目 
SETUP OPTION 3 の交換動作項目 

*1 *2 *3 *4 *5 *6 *7 *8 *9 *10

CH 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国名設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾀﾞｲﾔﾙ番号設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾗｲﾝ直流供給電流設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LCI ﾀｲﾑ設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DTMF 信号送受信設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内線番号設定 － － － － ○ － － － ○ －

呼出信号送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 － － － － ○ － － － － －

内線指定信号(DTMF)送出開始ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 － － － － ○ － － － － －

内線指定信号(DTMF)送出時間設定 － － － － ○ － － － － －

内線指定信号(DTMF)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 － － － － ○ － － － － －

内線指定信号(DTMF)送出電力設定 － － － － ○ － － － － －

F-NET 送出ﾚﾍﾞﾙ設定 － － － － － ○ － － － －

情報受信端末起動信号(CAR)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 － － － － － － － ○ ○ ○

情報等(ﾓﾃﾞﾑ 1)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 － － － － － － － ○ ○ ○

情報受信端末起動信号(CAR)送出時間設定 － － － － － － － ○ ○ ○

情報受信端末起動信号(CAR)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 － － － － － － － ○ ○ ○

情報受信端末起動信号(CAR)送出電圧設定 － － － － － － － ○ ○ ○

情報受信端末起動音(CAT)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 － －  － － － － － － ○

情報等(ﾓﾃﾞﾑ 2)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 － － － － － － － － － ○

情報受信端末起動音(CAT)送出時間設定 － － － － － － － － － ○

情報受信端末起動音(CAT)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 － － － － － － － － － ○

情報受信端末起動音(CAT)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 － － － － － － － － － ○

通信中着信表示音(IIT)識別設定 － － － － － － － － － ○

通信中着信表示音(IIT)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 － － － － － － ○ － － ○

保留中表示音(HST)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 － － － － － － ○ － － ○

ﾓﾃﾞﾑ信号送出ﾚﾍﾞﾙ設定 － － － － － － － ○ ○ ○

ﾏｰｸ送出時間設定 － － － － － － － ○ ○ ○

電話網形態設定 － － － － －  － ○ ○ ○

 

 ○：設定可能  －：設定不可 
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 (注 2) ｶｽﾀﾑによる設定可能な項目範囲 

 

 

SETUP OPTION 2 の設定項目 

ｶｽﾀﾑ NO 選択 

国名設定 

DT 信号周波数設定 

DT 信号電圧設定 

DT 信号 3音合成時変調設定 

DT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

BT 信号周波数設定 

BT 信号電圧設定 

BT 信号 3音合成時変調設定 

BT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

RBT 信号周波数設定 

RBT 信号電圧設定 

RBT 信号 3音合成時変調設定 

RBT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

IR 信号周波数設定 

IR RBT 信号電圧設定 

IR 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

SDT 信号周波数設定 

SDT 信号電圧設定 

SDT 信号 3音合成時変調設定 

SDT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

極性反転設定 

終話後発生信号 BT/DT/NONE(無音)設定 

 

 

 

 

 

 

13.2  通話路の設定 

 
(1) 内部通話路の場合 

 

     【INT/EXT】SW を INT 側にします。 

      【ATT.(dB)】で各 CH 毎に通話路損失を設定します。 

 

 

  (2) 外部通話路の場合 

 

      【INT/EXT】SW を EXT 側にします。 

      外部接続端子(a､b)に外部機器を接続します。この時、接続機器端子に電圧印加がないこと 

    を確認して下さい。(10 項、回路構成を参照) 
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13.3  ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ切替操作 

 

各 CH の LINE MONITOR 状態、状態設定 1(SETUP OPTION1)、状態設定 2(SETUP OPTION2)、 

状態設定 3(SETUP OPTION3)を「MENU」ｷｰを押して切替選択します。 

  SETUP OPTION3 で設定した内容は再度ｷｰを押して、LINE MONITOR 状態で有効になります。 

  但し、全ての CH がｵﾝﾌｯｸ状態の時、LINE MONITOR から各種 SETUP OPTION の設定が可能です。 

 (9104 の場合、SETUP OPTION2 は表示されません。) 

 

 
 
 

 
 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 
  EXCHANGE MODE: 
       NORMAL 

「MENU」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

LINE MONITOR 状態 

SETUP OPTION1 状態 

SETUP OPTION2 状態 

SETUP OPTION3 状態 

 

各状態設定(1、2、3)の状態で電源 OFF するとﾒﾓﾘ内容が破壊されることがあります。 

必ず LINE MONITOR 状態で電源 OFF して下さい。 
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14  ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示形態 

 
 

 
14.1 LINE MONITOR 

 
14.1.1 ｽﾃｰﾀｽ表示 

 

 ○ ｽﾃｰﾀｽ状況表示一覧 

 

LCD 表示 回線状態 

ON HOOK ｵﾝﾌｯｸ中 

OFF HOOK ｵﾌﾌｯｸ中 

RING 呼出中 

TALK CHx CHx と通信中 

TALK CHx I ｷｬｯﾁﾎﾝ着信中 

TALK CHx  Hx CHx により保留中、Hx は HST を発信している CH 

TALK END 通話相手ｵﾝﾌｯｸ 

FAX CALL FAX 呼出中 

FAX END FAX 通話相手ｵﾝﾌｯｸ 

FAX COMM CHx FAXCHx と通信中 

番号表示 

ﾀﾞｲﾔﾙ中(ﾀﾞｲﾔﾙ内容を表示) 

0～9、*、#、A、B、C、D：ﾀﾞｲﾔﾙ内容 

=：ﾀﾞｲﾔﾙ番号合致 

?：ﾀﾞｲﾔﾙ番号不一致 

!：相手側話中 

-：ﾀﾞｲﾔﾙ途中放棄(20 秒） BT 発生 

 JPN CH1 * ON  HOOK 

 JPN CH2 : ON  HOOK 

 JPN CH3 : ON  HOOK 

 JPN CH4 : ON  HOOK 

ｽﾃｰﾀｽ 
14.1.1 項を参照して下さい 

国/ｶｽﾀﾑ 
CH 毎の設定国名を表示 

ｽﾋﾟｰｶﾓﾆﾀﾁｬﾝﾈﾙ 
14.1.3 項を参照して下さい 

ﾁｬﾝﾈﾙ 

CH 番号を表示 
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14.1.2  LED ﾗﾝﾌﾟ表示 

 

 ○ STATUS LED ﾗﾝﾌﾟ表示一覧 

 

回線状態 LED 状態 

ON HOOK                消灯 

OFF HOOK               連続点灯 

通話中 連続点灯 

BUSY TONE 受信中   信号ｹｰﾃﾞﾝｽに対応して点滅 

IR 信号鳴動中 信号ｹｰﾃﾞﾝｽに対応して点滅 

RING BACK TONE 受信中 信号ｹｰﾃﾞﾝｽに対応して点滅 

ﾎｰﾙﾄﾞ時    全 LED ﾗﾝﾌﾟ点灯 

 

 

 

 ○ 交換ﾓｰﾄﾞ LED ﾗﾝﾌﾟ表示一覧 

 

LCD 表示 LED 状態 

NORMAL   全 LED 消灯 

0 DIAL LED 0 DIAL 点灯 

FEEDING BRIDGE LED FD BRG 点灯 

HOTLINE LED HOT LINE 点灯 

DIALIN  LED ADD 点灯 

FACSIMILE NET LED ADD 点灯 

CATCH PHONE LED ADD 点灯 (9204 のみ) 

NUMBER DISPLAY LED ADD 点灯 

MODEM DIALIN LED ADD 点灯 

NUMBER DISPLAY  

CATCH PHONE 

LED ADD 点灯 (9204 のみ) 
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14.1.3  ｽﾋﾟｰｶﾓﾆﾀﾁｬﾝﾈﾙ切替表示 

 

  通話路形成後、各 CH 間の通信信号を内蔵ｽﾋﾟｰｶでﾓﾆﾀできます。該当する CH を「CH SEL」ｷｰ 

  で選択します。ｷｰを押すとﾓﾆﾀ CH の変更ができます。 

 

   電源 ON 直後(CH1 ﾓﾆﾀ中)    

 

 

 

 

    「CH SEL」ｷｰを押す(CH2 ﾓﾆﾀ中)  

 

 

 

 

    「CH SEL」ｷｰを押す(CH3 ﾓﾆﾀ中)  

 

 

 

 

    「CH SEL」ｷｰを押す(CH4 ﾓﾆﾀ中)    

                             

 

 

 

    「CH SEL」ｷｰを押す(CH1 ﾓﾆﾀ中)  

 

 

 

 

14.1.5  VOLUME 調節 

 
  ﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶの音量調整は LINE MONITOR 状態で「▲」「▼」ｷｰで設定します。 

 

 

14.1.6  HOLD 固定 

 
LINE MONITOR 状態で「HOLD」ｷｰを押すと、交換動作、IR 信号又は各種ﾄｰﾝ発生時に現状態をﾎｰﾙﾄﾞ 

します。この時、交換動作全 LED ﾗﾝﾌﾟは点灯中になります。 

「HOLD」ｷｰでのﾎｰﾙﾄﾞ解除の間は各種ｷｰの操作が無効となります。 

 JPN CH1:ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3*ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 JPN CH1:ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4*ON  HOOK 

 JPN CH1:ON  HOOK 

 JPN CH2*ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 
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14.2  SETUP OPTION 1 (CH 別設定) 

 
設定 CH、交換ﾓｰﾄﾞ国名、ﾀﾞｲﾔﾙ番号、ﾙｰﾌﾟ電流、LCI ﾀｲﾑ、DTMF 信号送受信、NTT 電話ｻ-ﾋﾞｽの 

各付加機能(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、F ﾈｯﾄ、ｷｬｯﾁﾎﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

が各種項目ごとに設定できます。設定は、各項目の文字に「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを合わせ 

「▲」「▼」ｷｰでﾃﾞｰﾀをｽｸﾛｰﾙして設定します。 

 

 

 

14.2.1  設定 CH 選択 

 
     設定 CH 番号を選択します 

 

 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを CH の数値上に合わせ「▲」「▼」ｷｰでｽｸﾛｰﾙして設定します。 

 

    (例) 設定 CH を CH2 に設定する場合 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：1～4 

 

「▲」ｷｰを押して 2を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH2/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1     

 LOOP CURRENT    40mA

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT    40mA

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 
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14.2.2  交換ﾓｰﾄﾞ国名設定 (9204 のみ) 

 
   下記の表示/国名一覧表から国名を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを国名の先頭文字に合わせ「▲」「▼」ｷｰでｽｸﾛｰﾙして設定 

        します。国名は 3文字で表示します。 

 

      (例) CH1 の国名を韓国に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 表示/国名一覧表 

 

表示 国名 表示 国名 表示 国名 

AUS ｵｰｽﾄﾗﾘｱ HUN ﾊﾝｶﾞﾘｰ SIN ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

BEL ﾍﾞﾙｷﾞｰ IRL ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ SPN ｽﾍﾟｲﾝ 

BRA ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ITA ｲﾀﾘｱ SWE ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 

CAN ｶﾅﾀﾞ JPN 日本 SWI ｽｲｽ 

CZE ﾁｪｺｽﾛﾊﾞｷｱ KOR 韓国 TWN 台湾 

DEN ﾃﾞﾝﾏｰｸ MEX ﾒｷｼｺ UK ｲｷﾞﾘｽ 

FIN ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ NLD ｵﾗﾝﾀﾞ USA ｱﾒﾘｶ 

FRA ﾌﾗﾝｽ NOR ﾉﾙｳｪｰ CT1 ｶｽﾀﾑ設定 1 

GRE ｷﾞﾘｼｬ POL ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ CT2 ｶｽﾀﾑ設定 2 

GER ﾄﾞｲﾂ POR ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ CT3 ｶｽﾀﾑ設定 3 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：日本(JPN) 

「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

「▲」ｷｰを押して KOR(韓国)を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 
 DIAL NO. 

 1     

 LOOP CURRENT    40mA

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:KOR 

 DIAL NO. 

 1    

 LOOP CURRENT    40mA

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1     

 LOOP CURRENT    40mA

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 
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14.2.3 ﾀﾞｲﾔﾙ番号設定 

 

   DIAL NO.の下行に現在設定のﾀﾞｲﾔﾙ番号を表示、ｶｰｿﾙを設定桁上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値   

   を設定します。最も右側の設定数字の位置でﾀﾞｲﾔﾙ桁数が決定します。 

  (ﾌｨｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾞﾘｯｼﾞ時はﾀﾞｲﾔﾙ番号を無視します。) 

 

 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙをﾀﾞｲﾔﾙ番号上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。 

        (各桁毎に個別設定) 

 

   (例) CH1 のﾀﾞｲﾔﾙ番号を 91 に設定する場合 

 

   

 

「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

「▲」ｷｰを 8回押して 9を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 9 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 
 DIAL NO. 

 9  

 LOOP CURRENT     40mA

「▲」ｷｰを押して 1を選択する 

「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)



 

28 

 

 

 

 ○ 設定範囲：0～9、*、# (最大 20 桁) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：CH 番号がﾀﾞｲﾔﾙ番号のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値になります。 

 
    (例) CH1→ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定→ﾀﾞｲﾔﾙ番号は 1に設定(1 桁) 

       CH2→ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定→ﾀﾞｲﾔﾙ番号は 2に設定(1 桁) 

 

 ○ 番号設定時の注意事項 

 
    各 CH の電話番号は最大 20 桁の設定が可能です。発呼側がﾀﾞｲﾔﾙし、被呼側の電話番号と一 

    致時に、相手側への呼出動作(通常交換時)を実行します。 

    但し、電話番号は 20 桁全て有効のため、被呼側の番号と一致した時点でも次の場合は呼出    

    動作に進行しない場合があります。この場合は、約 5秒間にわたり次ﾀﾞｲﾔﾙ信号を待ち、 

    ﾀﾞｲﾔﾙ信号を受信しなければ番号決定とみなし、呼出動作に進行します。 

 

     (例)  CH1 の電話番号は 1 

        CH2 の電話番号は 11 

        CH3 より CH1 へ'1'をﾀﾞｲﾔﾘﾝｸﾞ 

 
    上例の場合、相手候補は CH1 と CH2 があり、この時点では相手 CH を決定できず次のﾀﾞｲﾔﾙ 

    信号を待ちます。(5 秒間) 

    ﾀﾞｲﾔﾙ信号を受信しなければ相手は CH1 に決定し、次のﾀﾞｲﾔﾙ信号を受信すると CH2 の電話 

    番号と一致するかをﾁｪｯｸします。 

 

 

「 」ｷｰを押す 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 91 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 91  

 LOOP CURRENT     40mA

 

CH ﾀﾞｲﾔﾙ番号の最初の桁は同一数字の設定を避けてください 
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 ○ 設定してある電話番号より少ない桁数の番号を設定する場合 

 

  「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを削除したい桁の先頭に合わせ、「▲」「▼」ｷｰで空白を選択後、「 」「 」 

  ｷｰでｶｰｿﾙを移動すると、空白以降の番号を削除します。 

 

    空白を選択後「 」ｷｰ：空白以降の番号を削除して、1つ左の桁にｶｰｿﾙが移動します。 

                「 」ｷｰ：空白以降の番号を削除して、次の項目の先頭にｶｰｿﾙが移動します。 

 

  (例) 既に 20 桁の番号が登録されている CH1 の電話番号を 3桁に設定する 

 

 

「 」ｷｰを押して空白移行の番号を削除する 

(ｶｰｿﾙは次の項目の先頭に移動します) 

「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

「▼」ｷｰを 4回押して空白を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 
 DIAL NO. 

 1234567890#*12345678

 LOOP CURRENT    40mA

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 123 567890#*12345678

 LOOP CURRENT    40mA

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1234567890#*12 

345678 

 CH1/CO:JPN 
 DIAL NO. 

 123 

 LOOP CURRENT    40mA

(LINE MONITOR 状態)

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 
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14.2.4 ﾙｰﾌﾟ電流設定 

 
  ｶﾚﾝﾄﾙｰﾌﾟ電流値を設定します。 

 

 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを電流値上に合わせ「▲]「▼」ｷｰで数値を設定します。 

               (10 位、1位を個別に設定。) 

 
   (例) CH1 のﾙｰﾌﾟ電流を 20mA に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：0、10～99mA(1mA ｽﾃｯﾌﾟ) 

  ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：40mA 

○ ﾙｰﾌﾟ電流供給特性 

   ﾙｰﾌﾟ電流値は定電流領域での数値を設定して下さい。 

 

「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

「▼」ｷｰを 2回押して 2を選択する

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 123 

 LOOP CURRENT     40mA

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 
 DIAL NO. 

 123 

 LOOP CURRENT     20mA

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 123 

 LOOP CURRENT     40mA

(LINE MONITOR 状態)
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14.2.5  LCI ﾀｲﾑ設定 

 
  LCI ﾀｲﾑを設定します。 

 
 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを LCI 数値上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。 

               (10 位、1位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 の LCI ﾀｲﾑを 32msec に設定する場合 

 

 

 

「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

「▼」ｷｰを 3回押して 3を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 LCI TIME         00mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 
 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 LCI TIME         30mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 
 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 LCI TIME         30mS

「▲」ｷｰを 2回押して 2を選択する 

 CH1/CO:JPN 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 LCI TIME         32mS

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 
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○ 設定範囲：0～98msec(2msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：0msec 

 

 

LCI ﾀｲﾑ 

発呼側 ON HOOK 

L1 –48V 

L2  0V 

t 
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14.2.6 DTMF 信号送受信設定 

 
  DTMF 信号の ENABLE/DISABLE を設定します。 

    DTMF 信号を DISABLE にするとﾀﾞｲﾔﾙパルｽのみﾀﾞｲﾔﾙを認識します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを DTMF 信号送受信上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定     

             します。 

 

   (例) CH1 の DTMF 信号を DISABLE に設定する場合 

 

 

 

 

  ○ 設定範囲：ENABLE、DISABLE 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：ENABLE 

 

「▲」ｷｰを 1回押して DISABLE を選択する 

「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 
 LOOP CURRENT     40mA

 LCI TIME         00mS

 DTMF         ENABLE

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 
 LOOP CURRENT     40mA

 LCI TIME         00mS

 DTMF         DISABLE

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 図のｶｰｿﾙ位置の文字が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)
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14.2.7 内線番号設定  

        (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 
 
   内線指定番号を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを内線番号上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。 

       (各桁を個別に設定) 

               最も右側の設定数字の位置でﾀﾞｲﾔﾙ桁数が決定します。 

 

      (例) CH1 の内線番号を 9に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 設定範囲：0～9、*、# (最大 4 桁) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：CH 番号がﾀﾞｲﾔﾙ番号のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値に設定。 

    (例) CH1→ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定→内線番号は 1に設定(1 桁) 

       CH2→ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定→内線番号は 2に設定(1 桁) 

「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

「▲」ｷｰを 8回押して 9を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 
 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    9 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    9  

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)
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「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

 ○ 設定してある電話番号より少ない桁数の番号を設定する場合 

 

  「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを削除したい桁の先頭に合わせ、「▲」「▼」ｷｰで空白を選択後、「 」「 」 

  ｷｰでｶｰｿﾙを移動すると、空白以降の番号を削除します。 

 

    空白を選択後「 」ｷｰ：空白以降の番号を削除して、1つ左の桁にｶｰｿﾙが移動します。 

          「 」ｷｰ：空白以降の番号を削除して、次の項目の先頭にｶｰｿﾙが移動します。 

 

  (例) 既に 4桁の番号が登録されている CH1 の内線番号を 1桁に設定する 

 

「▼」ｷｰを 3回押して空白を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1234

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 34

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 

「 」ｷｰを押して空白移行の番号を削除する 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)
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「 」ｷｰを押して目的の位置にｶｰｿﾙを移動する 

「▲」ｷｰを 2回押して 2を選択する 

「▼」ｷｰを押押して 0を選択する 

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

14.2.8 呼出信号送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定  

    (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

 
     極性反転後、呼出信号を送出するまでの時間を設定します。 

 

 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを呼出信号開始送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を    

       設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 の呼出信号送出ﾀｲﾐﾝｸﾞを 2000msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      0100mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      2100mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 
 DTMF CALL      2100mS
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「 」ｷｰを押す 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：100msec 

 CH1/CO:JPN 

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      2000mS

 CH1/CO:JPN 

 DTMF          ENABLE

 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      2000mS
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14.2.9 内線指定信号(DTMF)送出開始ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定  

    (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

 
  1 次応答信号受信後の内線指定信号送出開始ﾀｲﾐﾝｸﾞを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを内線指定信号(DTMF)送出開始ﾀｲﾐﾝｸﾞ上に合わせ「▲」「▼」 

       ｷｰで数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の内線指定信号(DTMF)送出開始ﾀｲﾐﾝｸﾞを 500msec に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：600msec 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「 」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 
 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      0100mS

 DTMF START     0600mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      0100mS

 DTMF START     0600mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 
 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      0100mS

 DTMF START     0500mS

「 」ｷｰを押す 

 CH1/CO:JPN 

 EXTENTION NO.    1 

 DTMF CALL      0100mS

 DTMF START     0500mS

「▼」ｷｰを押して 5を選択 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲]「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)
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14.2.10 内線指定信号(DTMF)送出時間設定  

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 
 

   内線指定信号(DTMF)のｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを内線指定信号(DTMF)送出時間上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで 

       数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 の内線指定信号(DTMF)送出時間を 1000msec に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを 1回押して 1を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN  

 DTMF CALL     0100mS

 DTMF START    0600mS

 DTMF TRANSMIT  0050mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN  

 DTMF CALL     0100mS

 DTMF START    0600mS

 DTMF TRANSMIT  1050mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN  

 DTMF CALL     0100mS

 DTMF START    0600mS

 DTMF TRANSMIT  1050mS

「 」ｷｰを押す 

「 」ｷｰを押す 

(LINE MONITOR 状態)

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 
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「▼」ｷｰを 5回押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：10～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：50msec 

 

 

 CH1/CO:JPN  
 DTMF CALL     0100mS

 DTMF START    0600mS

 DTMF TRANSMIT 1050mS

 CH1/CO:JPN  

 DTMF CALL     0100mS

 DTMF START    0600mS

 DTMF TRANSMIT  1000mS
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14.2.11 内線指定信号(DTMF)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

 
     内線指定信号(DTMF)のｹｰﾃﾞﾝｽ OFF 時間を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを内線指定信号(DTMF)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで  

       数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 の内線指定信号(DTMF)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞを 0100msec に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「 」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN  

 DTMF START     0600mS

 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0030mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN  
 DTMF START     0600mS

 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0030mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN  
 DTMF START     0600mS

 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0130mS

「 」ｷｰを押す 

「▲」ｷｰを押して 1を選択する 

(LINE MONITOR 状態)

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 
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「▼」ｷｰを 3回押して 0を選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：10～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：30msec 

 CH1/CO:JPN  

 DTMF START     0600mS

 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0130mS

 CH1/CO:JPN  

 DTMF START     0600mS

 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0100mS
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14.2.12  内線指定信号(DTMF)送出電力設定  

         (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

 
     内線指定信号(DTMF)の送出電力を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを内線指定信号(DTMF)送出電力上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで 

       数値を設定します。(10 位、1位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 の内線指定信号(DTMF)送出電力値を-16dBm に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  設定範囲：-3～-55dBm(1dBm ｽﾃｯﾌﾟ) 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：-5dBm 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN  

 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0030mS

 DTMF LEVEL     -05dBm

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN  
 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0030mS

 DTMF LEVEL     -15dBm

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN  

 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0030mS

 DTMF LEVEL     -15dBm

「▲」ｷｰを 1回押して 6を選択する 

 CH1/CO:JPN  
 DTMF TRANSMIT  0050mS

 DTMF PAUSE     0030mS

 DTMF LEVEL     -16dBm

「 」ｷｰｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)
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14.2.13  F-NET 送出ﾚﾍﾞﾙ設定 

         (交換ﾓｰﾄﾞ： F-ﾈｯﾄ) 
 

    ﾌｧｸｼﾐﾘ網の送出ﾚﾍﾞﾙを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを F-NET 送出ﾚﾍﾞﾙ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定 

       します。(10 位、1位を個別に絶対値で設定) 

 

      (例) CH1 の F-NET 送出ﾚﾍﾞﾙを-29dBm に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  設定範囲：-3～-55dBm(1dBm ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：-19dBm 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 F-NET LEVEL    -19dBm

 CH1/CO:JPN 

 LCI TIME         00mS

 DTMF          ENABLE

 F-NET LEVEL    -29dBm
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14.2.14  情報受信端末起動信号(CAR)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 

         (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 
     極性反転後、情報受信端末起動信号(CAR)を送出するまでの時間を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動信号(CAR)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ上に合わせ「▲」「▼」 

       ｷｰで数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 の受信端末起動信号(CAR)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞを 200msec に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (注) 交換動作によってｽｸﾛｰﾙした時の項目順序が異なります。 

      13.1 項、NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

○ 設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：100msec 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 DTMF PAUSE     0030mS

 DTMF LEVEL     -20dBm

 CAR CALL       0100mS

 CH1/CO:JPN 

 DTMF PAUSE     0030mS

 DTMF LEVEL     -20dBm

 CAR CALL       0200mS

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態) 
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「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

14.2.15  情報等(ﾓﾃﾞﾑ 1)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

  1 次応答信号受信後の情報等(ﾓﾃﾞﾑ信号)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報等(ﾓﾃﾞﾑ 1)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を 

       設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報等(ﾓﾃﾞﾑ 1)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞを 200msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (注) 交換動作によってｽｸﾛｰﾙした時の項目順序が異なります。 

      13.1 項、NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

○ 設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：100msec 

「▲」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DTMF LEVEL     -20dBm

 CAR CALL       0100mS

 MODEM1 START   0100mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 DTMF LEVEL     -20dBm

 CAR CALL       0100mS

 MODEM1 START   0200mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

14.2.16  情報受信端末起動信号(CAR)送出時間設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

   情報受信端末起動信号(CAR)のｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動信号(CAR)送出時間上に合わせ「▲」「▼」 

       ｷｰで数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報受信端末起動信号(CAR)送出時間を 600msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 設定範囲：10～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：500msec 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 CAR CALL       0100mS

 MODEM1 START   0100mS

 CAR TRANSMIT   0500mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 CAR CALL       0100mS

 MODEM1 START   0100mS

 CAR TRANSMIT   0600mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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14.2.17 情報受信端末起動信号(CAR)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

   情報受信端末起動信号(CAR)のｹｰﾃﾞﾝｽ OFF 時間を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動信号(CAR)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ上に合わせ「▲」「▼」 

              ｷｰで数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報受信端末起動信号(CAR)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞを 700msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  設定範囲：10～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：500msec 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを 2回押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 MODEM1 START   0100mS

 CAR TRANSMIT   0500mS

 CAR PAUSE      0500mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 MODEM1 START   0100mS

 CAR TRANSMIT   0500mS

 CAR PAUSE      0700mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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14.2.18 情報受信端末起動信号(CAR)送出電圧設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

   情報受信端末起動信号(CAR)の送出電圧を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動信号(CAR)送出電圧上に合わせ「▲」「▼」 

       ｷｰで数値を設定します。(10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報受信端末起動信号(CAR)送出電圧を 85V に設定する場合 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 設定範囲：0～99Vrms(1Vrms ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：75Vrms 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 CAR TRANSMIT   0500mS

 CAR PAUSE      0500mS

 CAR VOLTAGE      75V

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 CAR TRANSMIT   0500mS

 CAR PAUSE      0500mS

 CAR VOLTAGE       85V

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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14.2.19 情報受信端末起動音(CAT)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

   着信表示音を送出してから、情報受信端末起動音(CAT)を送出するまでのﾀｲﾐﾝｸﾞを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動音(CAT)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ上に合わせ「▲」「▼」 

       ｷｰで数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 の情報受信端末起動音(CAT)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞを 2000msec に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：1000msec 

  

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 
 LOOP CURRENT     40mA 

 CH1/CO:JPN 

 CAR PAUSE      0500mS

 CAR VOLTAGE       75V

 CAT CALL       1000mS

 CH1/CO:JPN 

 CAR PAUSE      0500mS

 CAR VOLTAGE       75V

 CAT CALL       2000mS

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態) 
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14.2.20 情報等(ﾓﾃﾞﾑ 2)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

  情報受信端末起動音(CAT)送出後の情報等(ﾓﾃﾞﾑ信号)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報等(ﾓﾃﾞﾑ 2)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を 

       設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報等(ﾓﾃﾞﾑ 2)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞを 400msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：300msec 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 CAR VOLTAGE       75V

 CAT CALL       1000mS

 MODEM2 START   0300mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 CAR VOLTAGE       75V

 CAT CALL       1000mS

 MODEM2 START   0400mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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14.2.21  情報受信端末起動音(CAT)送出時間設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

   情報受信端末起動音(CAT)のｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動音(CAT)送出時間上に合わせ「▲」「▼」 

       ｷｰで数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報受信端末起動音(CAT)送出時間を 80msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  設定範囲：10～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：90msec 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▼」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 CAT CALL       1000mS

 MODEM2 START   0300mS

 CAT TRANSMIT   0090mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 CAT CALL       1000mS

 MODEM2 START   0300mS

 CAT TRANSMIT   0080mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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14.2.22 情報受信端末起動音(CAT)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

   情報受信端末起動音(CAT)のｹｰﾃﾞﾝｽ OFF 時間を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動音(CAT)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ上に合わせ「▲」「▼」 

              ｷｰで数値を設定します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報受信端末起動音(CAT)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞを 60msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  設定範囲：10～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：50msec 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 MODEM2 START   0300mS

 CAT TRANSMIT   0090mS

 CAT PAUSE      0050mS

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 MODEM2 START   0300mS

 CAT TRANSMIT   0090mS

 CAT PAUSE      0060mS

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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14.2.23 情報受信端末起動音(CAT)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

   情報受信端末起動音(CAT)の送出ﾚﾍﾞﾙを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを情報受信端末起動音(CAT)送出ﾚﾍﾞﾙ上に合わせ「▲」「▼」 

       ｷｰで数値を設定します。(10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の情報受信端末起動音(CAT)送出ﾚﾍﾞﾙを-6dBm に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：-3～-55dBm(1dBm ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：-5dBm 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 CAT TRANSMIT   0090mS

 CAT PAUSE      0050mS

 CAT LEVEL      -05dBm

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 CAT TRANSMIT   0090mS

 CAT PAUSE      0050mS

 CAT LEVEL      -06dBm

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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14.2.24  通信中着信表示音(IIT)識別設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 
   通信中着信表示音(IIT)の識別、IIT/IIT2 を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを通信中着信表示音(IIT)識別上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで 

             数値を設定します。 

         

  (例) CH1 の通信中着信表示音を IIT2 に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 設定範囲：IIT、IIT2 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：IIT 

 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 CAT PAUSE      0050mS

 CAT LEVEL      -05dBm

 IIT SELECT       IIT

 CH1/CO:JPN 
 CAT PAUSE      0050mS

 CAT LEVEL      -05dBm

 IIT SELECT      IIT2
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14.2.25  通信中着信表示音(IIT)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ｷｬｯﾁﾎﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 
   通信中着信表示音(IIT)の送出ﾚﾍﾞﾙを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを通信中着信表示音(IIT)送出ﾚﾍﾞﾙ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで 

       数値を設定します。(10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の通信中着信表示音(IIT)送出ﾚﾍﾞﾙを-30dBm に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (注) 交換動作によってｽｸﾛｰﾙした時の項目順序が異なります。 

      13.1 項、NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

 ○  設定範囲：-3～-55dBm(1dBm ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：-20dBm 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 CAT LEVEL      -05dBm

 IIT SELECT       IIT

 IIT LEVEL      -20dBm

 CH1/CO:JPN 

 CAT LEVEL      -05dBm

 IIT SELECT       IIT

 IIT LEVEL      -30dBm
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14.2.26  保留中表示音(HST)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ｷｬｯﾁﾎﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 
   保留中表示音(HST)の送出ﾚﾍﾞﾙを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを保留中表示音(HST)送出ﾚﾍﾞﾙ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値 

              を設定します。(10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 の保留中表示音(HST)送出ﾚﾍﾞﾙを-30dBm に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (注) 交換動作によってｽｸﾛｰﾙした時の項目順序が異なります。 

      13.1 項、NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

 ○ 設定範囲：-3～-55dBm(1dBm ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：-20dBm 

 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

「MENU」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 
 IIT SELECT       IIT

 IIT LEVEL      -20dBm

 HST LEVEL      -20dBm

 CH1/CO:JPN 

 IIT SELECT       IIT

 IIT LEVEL      -20dBm

 HST LEVEL      -30dBm
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14.2.27 ﾓﾃﾞﾑ信号送出ﾚﾍﾞﾙ設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 
 情報等(ﾓﾃﾞﾑ信号)の送出ﾚﾍﾞﾙを設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙをﾓﾃﾞﾑ信号送出ﾚﾍﾞﾙ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定 

       します。(10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例) CH1 のﾓﾃﾞﾑ信号送出ﾚﾍﾞﾙを-30dBm に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (注) 交換動作によってｽｸﾛｰﾙした時の項目順序が異なります。 

      13.1 項、NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

○ 設定範囲：-3～-55dBm(1dBm ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：-20dBm 

「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 CAR PAUSE      0500mS

 CAR VOLTAGE       75V

 MODEM LEVEL    -20dBm

「MENU」ｷｰを押す

 CH1/CO:JPN 

 CAR PAUSE      0500mS

 CAR VOLTAGE       75V

 MODEM LEVEL    -30dBm

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA
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「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを押す 

14.2.28  ﾏｰｸ送出時間設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

 線路周波数(1300Hz)のﾏｰｸ送出時間を設定します。 

 

 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙをﾏｰｸ送出時間上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。   

        (10 位、1位を個別に設定) 

 

   (例) CH1 のﾏｰｸ送出時間を 70msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (注) 交換動作によってｽｸﾛｰﾙした時の項目順序が異なります。 

      13.1 項、NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

○ 設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：60msec 

「MENU」ｷｰを押す 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 
 LOOP CURRENT     40mA 

 CH1/CO:JPN 

 CAR VOLTAGE       75V

 MODEM LEVEL    -20dBm

 MARK TRANSMIT  0060mS

 CH1/CO:JPN 
 CAR VOLTAGE       75V

 MODEM LEVEL    -20dBm

 MARK TRANSMIT  0070mS
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「 」ｷｰを押して目的の場所まで移動する 

「▲」ｷｰを 2回押す 

「MENU」ｷｰを押す

14.2.29  電話網形態設定 

     (交換ﾓｰﾄﾞ： ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ、通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 

 

発信時の電話網の形態を設定します。電話網の形態を以下に示します。 

 

網の形態 補足 

NORMAL 着信側へ発信者電話番号を通知します。(184 をﾀﾞｲﾔﾙした場合を除く) 

OUT OF AREA 着信側へ発信電話番号非通知理由｢O」を通知します。 

COIN.CARD  着信側に発信電話番号非通知理由「C」を通知します。(184 をﾀﾞｲﾔﾙした場合を除く) 

USER MODE 

(9204 のみ) 

着信側へ予め設定したﾃﾞｰﾀを通知します。この｢USER MODE｣は実際のｻｰﾋﾞｽにはありま

せんが、受信端末に任意設定したﾃﾞｰﾀを送出する場合などに使用します。尚、このﾓ

ｰﾄﾞの場合、EXCEL-9000 はﾊﾟﾘﾃｨや CRC ﾃﾞｰﾀなどを付加しないで送出しますので注意

が必要です。また、ﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀの設定は EXCEL-9000 単体では設定できません。背面ﾊﾟ

ﾈﾙのｼﾘｱﾙｺﾈｸﾀにﾊﾟｿｺﾝ等を接続し、EXCELCOM99 によりﾘﾓｰﾄﾓｰﾄﾞで設定します。設定方

法は「EXCELCOM99 for Windows 取扱説明書」を参照して下さい。 

SERVICE N/A 

着信側へ発信電話番号非通知理由｢S」を通知します。発信側の網は番号を通知できる

能力を有してはいるが、ｻｰﾋﾞｽの契約条件や、網の動作条件によって発信電話番号が

通知不可となります。 

(注) 上記の設定は発信側のみ有効であり、着信側は設定形態に無関係に「NORMAL」扱いとなります。 

 

  ○  操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを電話網の形態上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで設定します。 

 

      (例) CH1 の電話網の形態を公衆電話網に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CH1/CO:JPN 

 DIAL NO. 

 1 

 LOOP CURRENT     40mA

 CH1/CO:JPN 

 MODEM LEVEL    -20dBm 

 MARK TRANSMIT  0100mS

 NETWORK        NORMAL
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○ 設定範囲：NORMAL、OUT OF AREA、COIN.CARD、USER MODE、SERVICE N/A 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：NORMAL 

 

 CH1/CO:JPN  

 MODEM LEVEL    -20dBm

 MARK TRANSMIT  0100mS

 NETWORK     COIN.CARD
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14.3  SETUP OPTION 2 (ｶｽﾀﾑ設定：9204 のみ) 

     

   ｶｽﾀﾑ設定は、各種設定の基本となる国名と発信信号周波数、ﾚﾍﾞﾙ、ｹｰﾃﾞﾝｽ時間、極性反転、終 

   話後発生信号を設定します。設定は、「 」「 」ｷｰで各項目の先頭文字にｶｰｿﾙを合わせ 

    「▲」「▼」ｷｰでﾃﾞｰﾀをｽｸﾛｰﾙして設定します。 

 

 

 

14.3.1  ｶｽﾀﾑ NO 選択 

 
 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを CH の数値上に合わせ「▲」「▼」ｷｰでｽｸﾛｰﾙして設定します。 

 

      (例)  ｶｽﾀﾑ NO を 3 に設定する場合 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：1～3 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM3/CO:JPN  

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

「MENU」ｷｰを 2 回押す 

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

「▲」ｷｰを 2回押して 3を選択する
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「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▼」ｷｰを 6回押して FRA(ﾌﾗﾝｽ)を選択する 

 図のｶｰｿﾙ位置の国名が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

14.3.2 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ国名設定 

 
○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを国名の先頭文字に合わせ「▲」「▼」ｷｰでｽｸﾛｰﾙして設定 

             します。国名は最大 3文字で表示します。 

               国名設定を変更すると各種周波数、3音合成時の変調、ﾚﾍﾞﾙ、ｹｰﾃﾞﾝｽ、極性反転、      

        終話後発生信号は設定した国の値になります。 

 

   (例) ｶｽﾀﾑ 1 の国名をﾌﾗﾝｽに設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 表示/国名一覧表 

表示 国名 表示 国名 表示 国名 表示 国名 

AUS ｵｰｽﾄﾗﾘｱ FRA ﾌﾗﾝｽ KOR 韓国 SPN ｽﾍﾟｲﾝ 

BEL ﾍﾞﾙｷﾞｰ GRE ｷﾞﾘｼｬ MEX ﾒｷｼｺ SWE ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 

BRA ﾌﾞﾗｼﾞﾙ GER ﾄﾞｲﾂ NLD ｵﾗﾝﾀﾞ SWI ｽｲｽ 

CAN ｶﾅﾀﾞ HUN ﾊﾝｶﾞﾘｰ NOR ﾉﾙｳｪｰ TWN 台湾 

CZE ﾁｪｺｽﾛﾊﾞｷｱ IRL ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ POL ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ UK ｲｷﾞﾘｽ 

DEN ﾃﾞﾝﾏｰｸ ITA ｲﾀﾘｱ POR ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ USA ｱﾒﾘｶ 

FIN ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ JPN 日本 SIN ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ   

 

  ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：日本(JPN) 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

「MENU」ｷｰを 2 回押す 

 CUSTM1/CO:FRA 
 DT FREQ 1      0440Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1     0400Hz

 DT FREQ 2     0000Hz

 DT FREQ 3     0000Hz
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14.3.3  各種ﾄｰﾝ信号(DT,BT,RBT,SDT)設定 

 
(1)  信号周波数設定(Hz) 

 
○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを各種信号周波数上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定 

             します。(1000 位、100 位,10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例)  ｶｽﾀﾑ 1 の DT 信号周波数を 1000Hz に設定する場合 

 

 

   

 

「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを押して 1を選択する

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 DT FREQ 1      1400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN  

 DT FREQ 1      1400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

「▼」ｷｰを 4回押して 0を選択する 

 CUSTM1/CO:JPN  
 DT FREQ 1      1000Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

「 」ｷｰｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)
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「 」ｷｰを押す 

「 」ｷｰを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：0、50～2000Hz(1Hz ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：DT 信号周波数 FREQ� 1 0400Hz 

          FREQ 2 0000Hz 

    FREQ 3 0000Hz 

 

            BT 信号周波数 FREQ 1 0400Hz 

    FREQ 2 0000Hz 

                                   FREQ 3 0000Hz 

 

            RBT 信号周波数 FREQ 1 0400Hz 

    FREQ 2 0384Hz 

    FREQ 3 0416Hz 

 

                SDT 信号周波数 FREQ 1 0400Hz 

    FREQ 2 0000Hz 

    FREQ 3 0000Hz 

 

 CUSTM1/CO:JPN  
 DT FREQ 1      1000Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN  
 DT FREQ 1      1000Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz



 

66 

「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを 2回押して 4を選択する 

「▲」ｷｰを 5回押して 5を選択する 

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

(2) 信号ﾚﾍﾞﾙ設定(dBm) 

 
 ○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを各種信号周電圧上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。   

        (10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例) ｶｽﾀﾑ 1 の DT 信号ﾚﾍﾞﾙを-45dBm に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：-3dBm～-55dBm(1dBm ｽﾃｯﾌﾟ) 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：DT 信号ﾚﾍﾞﾙ -20dBm 

        BT 信号ﾚﾍﾞﾙ –05dBm 

            RBT 信号ﾚﾍﾞﾙ –05dBm 

        SDT 信号ﾚﾍﾞﾙ –20dBm 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 DT LEVEL       -20dBm

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 DT LEVEL       -40dBm

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN  

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3       000Hz

 DT LEVEL       -40dBm

 CUSTM1/CO:JPN  
 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 DT LEVEL       -45dBm
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「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを押して ON を選択する 

 図のｶｰｿﾙ位置の文字が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

(3) 3 音合成時変調設定(AM) 

 
 3 音合成時の変調(AM)、ON/OFF を設定します。 

  変調は 3音合成時のみ有効です。 

  AM が ON の場合 FREQ1(基本波)、FREQ2(下測波帯)、FREQ3(上測波帯)となります。 

  上測波帯、下測波帯はそれぞれ-3db されます。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを 3 音合成時の変調上に合わせ「▲」「▼」ｷｰでﾓｰﾄﾞを設定 

       します。 

 

      (例) ｶｽﾀﾑ 1 の RBT 信号周波数の変調を OFF に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 設定範囲：ON、OFF 

 

 ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：DT  OFF(変調なし) 

        BT   OFF(変調なし) 

            RBT  ON(変調あり) 

        SDT  OFF(変調なし) 

  

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 RBT FREQ 3     0416Hz

 RBT LEVEL      -05dBm

 RBT AM            ON

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 RBT FREQ 3     0416Hz

 RBT LEVEL      -05dBm

 RBT AM         OFF

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz
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「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを押して 1を選択する 

「▼」ｷｰを 5回押して 0を選択する 

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

「 」ｷｰを押す 

(4) 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定(msec) 

 
○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを DT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定 

              します。(1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

 

      (例)  ｶｽﾀﾑ 1 の BT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ ON1 を 1000msec に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 BT FREQ 3     0000Hz

 BT LEVEL      -05dBm

 BT ON 1       0500mS

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 BT FREQ 3     0000Hz

 BT LEVEL      -05dBm

 BT ON 1        1500mS

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1     0400Hz

 DT FREQ 2     0000Hz

 DT FREQ 3     0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN  

 BT FREQ 3      0000Hz

 BT LEVEL       -05dBm

 BT ON 1        1500mS

 CUSTM1/CO:JPN  
 BT FREQ 3      0000Hz

 BT LEVEL       -05dBm

 BT ON 1        1000mS

 CUSTM1/CO:JPN  
 BT FREQ 3      0000Hz

 BT LEVEL       -05dBm

 BT ON 1        1000mS
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  ○  設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 
  ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：DT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ ON   1:1000msec 

    OFF  1:0000msec 

    ON   2:0000msec 

         OFF  2:0000msec 

    ON   3:0000msec 

    OFF  3:0000msec 

 

                 BT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ ON   1:0500msec 

                      OFF  1:0500msec 

    ON   2:0000msec 

    OFF  2:0000msec 

    ON   3:0000msec 

    OFF  3:0000msec 

 

                RBT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ ON   1:1000msec 

    OFF  1:2000msec 

    ON   2:0000msec 

                             OFF  2:0000msec 

    ON   3:0000msec 

    OFF  3:0000msec 

 

                SDT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ ON   1:0130msec 

                              OFF  1:0120msec 

                           ON   2:0000msec 

                        OFF  2:0000msec 

                              ON   3:0000msec 

                         OFF  3:0000msec 

  

 ｹｰﾃﾞﾝｽ 1 の ON 時間は必ず 0000msec 以外の値にしてください。 

 (ｹｰﾃﾞﾝｽの ON 時間全て 0000msec に設定すると、信号は出力しません) 

 また、各種信号を連続出力する場合には以下のような設定にします。 

 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON   1：xxxxmsec (XXXX：0000 以外の任意の値) 

        OFF  1：0000msec 

         ON   2：0000msec 

         OFF  2：0000msec 

         ON   3：0000msec 

         OFF  3：0000msec 
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「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを押して 2を選択する 

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

「▼」ｷｰを 6回押して 0を選択する 

14.3.4  ﾘﾝｸﾞ信号(IR)設定 

 
(1)  信号周波数設定(Hz) 

 

  ○  操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを IR 信号周波数上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。 

         (10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例)  ｶｽﾀﾑ 1 のﾘﾝｸﾞ信号周波数を 20Hz に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○  設定範囲：10～99Hz(1Hz ｽﾃｯﾌﾟ) 

  ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：16Hz 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 RBT ON  3      0000mS

 RBT OFF 3      0000mS

 IR FREQ          16Hz

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 RBT ON  3      0000mS

 RBT OFF 3      0000mS

 IR FREQ          26Hz

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN  

 RBT ON  3      0000mS

 RBT OFF 3      0000mS

 IR FREQ          26Hz

 CUSTM1/CO:JPN  

 RBT ON  3      0000mS

 RBT OFF 3      0000mS

 IR FREQ          20Hz
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「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▼」ｷｰを 2回押して 5を選択する 

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

(2)  信号電圧設定(Vrms) 

 
  ○  操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを IR 信号電圧上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。 

         (10 位、1位を個別に設定) 

 

      (例)  ｶｽﾀﾑ 1 のﾘﾝｸﾞ信号電圧を 50Vrms に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○  設定範囲：0～99Vrms(1Vrms ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

  ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：70Vrms 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 RBT OFF 3      0000mS

 IR FREQ          16Hz

 IR VOLTAGE        70V

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 RBT OFF 3      0000mS

 IR FREQ          16Hz

 IR VOLTAGE        50V

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN  

 RBT OFF 3      0000mS

 IR FREQ          16Hz

 IR VOLTAGE        50V
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「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを押して 3を選択する 

「▲」ｷｰを 5回押して 0を選択する 

「 」ｷｰを押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の数値が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

「 」ｷｰを押す 

 (3)  信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定(msec) 

 
  ○  操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを IR 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで数値を設定します。 

         (1000 位、100 位、10 位を個別に設定) 

       (例)  ｶｽﾀﾑ 1 のﾘﾝｸﾞ信号ｹｰﾃﾞﾝｽ OFF1 を 3500msec に設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 IR VOLTAGE        70V

 IR ON  1       1000mS

 IR OFF 1       2000mS

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 IR VOLTAGE        70V

 IR ON  1       1000mS

 IR OFF 1       3000mS

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 CUSTM1/CO:JPN  

 IR VOLTAGE        70V

 IR ON  1       1000mS

 IR OFF 1       3000mS

 CUSTM1/CO:JPN  
 IR VOLTAGE        70V

 IR ON  1       1000mS

 IR OFF 1       3500mS

 CUSTM1/CO:JPN  
 IR VOLTAGE        70V

 IR ON  1       1000mS

 IR OFF 1       3500mS
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  ○ 設定範囲：0～9990msec(10msec ｽﾃｯﾌﾟ) 

 

  ○  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：IR 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ ON   1:1000msec 

    OFF  1:2000msec 

    ON   2:0000msec 

    OFF  2:0000msec 

    ON   3:0000msec 

    OFF  3:0000msec 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ｹｰﾃﾞﾝｽ 1 の ON 時間は必ず 0000msec 以外の値にしてください。 

 (ｹｰﾃﾞﾝｽの ON 時間全て 0000msec に設定すると、信号は出力しません) 

 また、各種信号を連続出力する場合には以下のような設定にします。 

 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON   1：xxxxmsec (XXXX：0000 以外の任意の値) 

        OFF  1：0000msec 

         ON   2：0000msec 

         OFF  2：0000msec 

         ON   3：0000msec 

         OFF  3：0000msec 
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「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを押して OFF を選択する 

 図のｶｰｿﾙ位置の文字が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

14.3.5  極性反転設定 

 
   NTT の端極交換機動作に準拠する極性反転の ON/OFF を設定します。 

 

  ○  操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを呼出極性反転上に合わせ「▲」「▼」ｷｰでﾓｰﾄﾞを設定します。 

 

      (例)  ｶｽﾀﾑ 1 の極性反転を OFF に設定する場合 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○  設定範囲：ON、OFF 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：ON(極性反転有り) 

 

 

 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 SDT ON 3       0000mS

 SDT OFF 3      0000mS

 POLARITY REVERSE   ON

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 SDT ON  3      0000mS

 SDT OFF 3      0000mS

 POLARITY REVERSE  OFF

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz
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14.3.6  終話後発生信号 BT/DT/NONE(無音)設定 

 
   終話後の発生信号、DT/BT/NONE を設定します。 

 

○ 操作方法：「 」「 」ｷｰでｶｰｿﾙを終話後の発生信号上に合わせ「▲」「▼」ｷｰで信号を設定 

        します。 

 

      (例)  ｶｽﾀﾑ 1 の終話後発生信号を DT に設定する場合 

 

 

  ○  設定範囲：BT、DT、NONE 

 

○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：BT    (USA、UK 以外の国) 

              DT  (USA) 

              NONE (UK) 

 

「 」ｷｰを押して次の位置にｶｰｿﾙを合わせる 

「▲」ｷｰを押して DT を選択する 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 CUSTM1/CO:JPN  

 SDT OFF 3      0000mS

 POLARITY REVERSE   ON

 TALK END SEQ     BT

「MENU」ｷｰを 2 回押す

 CUSTM1/CO:JPN  
 SDT OFF 3      0000mS

 POLARITY REVERSE   ON

 TALK END SEQ     DT

 CUSTM1/CO:JPN 

 DT FREQ 1      0400Hz

 DT FREQ 2      0000Hz

 DT FREQ 3      0000Hz

 図のｶｰｿﾙ位置の文字が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

(LINE MONITOR 状態)

 

 BT 設定  ：BT を発生、ｵﾝﾌｯｸを待ちます。 

 DT 設定  ：DT を発生、ﾀﾞｲﾔﾙ操作可能となります。 

 NONE(無音)設定 ：無音のままｵﾝﾌｯｸを待ちます。 
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「MENU」ｷｰを 3 回押す 

 図のｶｰｿﾙ位置の文字が 

 「▲」「▼」ｷｰで変化する 

「▲」ｷｰを 7回押す 

14.4 SETUP OPTION 3 (交換動作ﾓｰﾄﾞ設定) 

 

各交換動作ﾓｰﾄﾞから 1つを選択して設定します。 

   13.1 項、NTT 電話ｻｰﾋﾞｽの各付加機能(交換動作)による各項目設定一覧表を参照して下さい。 

 

各交換ﾓｰﾄﾞに対応する LED ﾗﾝﾌﾟが点灯します。 

   14.1.2 項、LED ﾗﾝﾌﾟ表示を参照して下さい。 

 

 

  ○  操作方法：ｶｰｿﾙを「▲」「▼」ｷｰで交換動作ﾓｰﾄﾞを設定します。 

 

(例) 交換ﾓｰﾄﾞをﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに設定する場合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値：NORMAL 

 

 JPN CH1*ON  HOOK 

 JPN CH2:ON  HOOK 

 JPN CH3:ON  HOOK 

 JPN CH4:ON  HOOK 

 

 EXCHANGE MODE: 

     NORMAL 

 

 
 EXCHANGE MODE: 
     NUMBER DISPLAY 
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14.5  各種項目ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定一覧表 

 

○ SETUP OPTION 1 

 

設定項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 

CH 選択 1 

国名設定 JPN 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号設定 各 CH 番号と同一 

ﾗｲﾝ直流供給電流設定 40mA 

LCI ﾀｲﾑ設定 0msec 

DTMF 信号送受信設定 ENABLE 

内線番号設定 各 CH 番号と同一 

呼出信号送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 100msec 

内線指定信号(DTMF)送出開始ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 600msec 

内線指定信号(DTMF)送出時間設定 50msec 

内線指定信号(DTMF)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 30msec 

内線指定信号(DTMF)送出電力設定 -5dBm 

F-NET 送出ﾚﾍﾞﾙ設定 -19dBm 

情報受信端末起動信号(CAR)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 100msec 

情報等(ﾓﾃﾞﾑ 1)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 100msec 

情報受信端末起動信号(CAR)送出時間設定 500msec 

情報受信端末起動信号(CAR)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 500msec 

情報受信端末起動信号(CAR)送出電圧設定 75Vrms 

情報受信端末起動音(CAT)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 1000msec 

情報等(ﾓﾃﾞﾑ 2)送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ設定 300msec 

情報受信端末起動音(CAT)送出時間設定 90msec 

情報受信端末起動音(CAT)ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ設定 50msec 

情報受信端末起動音(CAT)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 -5dBm 

通信中着信表示音(IIT)識別設定 IIT 

通信中着信表示音(IIT)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 -20dBm 

保留中表示音(HST)送出ﾚﾍﾞﾙ設定 -20dBm 

ﾓﾃﾞﾑ信号送出ﾚﾍﾞﾙ設定 -20dBm 

ﾏｰｸ送出時間設定 60msec 

電話網形態設定 NORMAL 
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  ○  SETUP OPTION 2 

 
設定項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 

ｶｽﾀﾑ NO 選択 1 

国名設定 JPN 

DT 信号周波数設定 FREQ 1:0400Hz、 FREQ 2:0000Hz、 FREQ 3:0000Hz 

DT 信号電圧設定 -20dBm 

DT 信号 3音合成時変調設定 OFF 

DT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

ON 1:1000msec、OFF 1:0000msec 

ON 2:0000msec、OFF 2:0000msec 

ON 3:0000msec、OFF 3:0000msec 

BT 信号周波数設定 FREQ 1:0400Hz、 FREQ 2:0000Hz、 FREQ 3:0000Hz 

BT 信号電圧設定 -05dBm 

BT 信号 3音合成時変調設定 OFF 

BT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

ON 1:0500msec、OFF 1:0500msec 

ON 2:0000msec、OFF 2:0000msec 

ON 3:0000msec、OFF 3:0000msec 

RBT 信号周波数設定 FREQ 1:0400Hz、 FREQ 2:0384Hz、 FREQ 3:0416Hz 

RBT 信号電圧設定 -05dBm 

RBT 信号 3音合成時変調設定 ON 

RBT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

ON 1:1000msec、OFF 1:2000msec 

ON 2:0000msec、OFF 2:0000msec 

ON 3:0000msec、OFF 3:0000msec 

IR 信号周波数設定 16Hz 

IR RBT 信号電圧設定 70Vrms 

IR 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

ON 1:1000msec、OFF 1:2000msec 

ON 2:0000msec、OFF 2:0000msec 

ON 3:0000msec、OFF 3:0000msec 

SDT 信号周波数設定 FREQ 1:0400Hz、 FREQ 2:0000Hz、 FREQ 3:0000Hz 

SDT 信号電圧設定 -20dBm 

SDT 信号 3音合成時変調設定 OFF 

SDT 信号ｹｰﾃﾞﾝｽ設定 

ON 1:0130msec、OFF 1:0120msec 

ON 2:0000msec、OFF 2:0000msec 

ON 3:0000msec、OFF 3:0000msec 

極性反転設定 ON 

終話後発生信号 BT/DT/NONE(無音)設定 BT(USA、UK 以外の国)、DT(USA)、NONE(UK) 

 

 

 

  ○  SETUP OPTION 3 

 

設定項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 

交換ﾓｰﾄﾞ設定 NORMAL 
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15  交換動作ｼｰｹﾝｽ 

15.1 通常交換動作 

 

 

 

 

 

EXCEL-9000 発呼側 被呼側 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

発信音(DT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/DTMF) 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号:最大 20 桁 

呼出音(RBT) 

極性反転 極性復帰 

応答信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

極性反転及び呼出信号(IR) 

以下は発呼側切断時 

極性復帰 

極性復帰 話中音(BT) 

以下は被呼側切断時 

極性復帰及び話中音(BT) 

切断信号 

極性復帰及び話中音(BT) 

極性反転は次の条件時に自動的に発生します。 

国名：日本(JPN)又はｶｽﾀﾑ設定時(9204)に極性反転ありの場合 

通 話 中 
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15.2 “0”発信交換動作 

 

 

 

 

 

EXCEL-9000 発呼側 被呼側 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

内線発信音(注) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/DTMF) 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号:最大 20 桁 

呼出音(RBT) 

極性反転 極性復帰 

応答信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

極性反転及び呼出信号(IR) 

通話後は通常交換動作と同様です。 

極性反転は次の条件時に自動的に発生します。 

国名：日本(JPN)又はｶｽﾀﾑ設定時(9204)に極性反転ありの場合 

 

注：内線発信音は、400Hz、ON 250ms OFF 250ms 固定の信号です。 

発信音(DT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ 0(DP/DTMF) 

通 話 中 
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15.3 ﾌｨｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾞﾘｯｼﾞ動作 

 

 

 

 

 

EXCEL-9000 発呼側 被呼側 

ｵﾌﾌｯｸ 

ｵﾌﾌｯｸ 

 
 
 
ﾌｨｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾞﾘｯｼﾞ状態はﾀﾞｲﾔﾙ操作なしに通話路を形成し、CH 間通話路は次のように固

定です。 

 CH1         CH2 

 CH3         CH4 

  

ｵﾝﾌｯｸ 

ｵﾝﾌｯｸ 

通 話 中 
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15.4 ﾌｧｸｼﾐﾘ網交換動作 

 

 

 

 

 

EXCEL-9000 発呼側 被呼側 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

発信音(DT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/PB) 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号:最大 20 桁 

呼出音(RBT) 

極性反転 

応答信号 

呼出信号(1300Hz) 

 

通話後は通常交換動作と同様です。 

極性反転は次の条件時に自動的に発生します。 

国名：日本(JPN)又はｶｽﾀﾑ設定時(9204)に極性反転ありの場合 

ﾀﾞｲﾔﾙ 16X  X：任意のﾀﾞｲﾔﾙ番号 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号：最大 20 桁、但し 16X の 3桁は含みません。 

発信音(SDT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ 16X(DP/DTMF) 

通 話 中 
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15.5 ﾎｯﾄﾗｲﾝ交換動作 

 

 

 

 
 

EXCEL-9000 発呼側 被呼側 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

呼出音(RBT) 

極性反転 極性復帰 

応答信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

極性反転及び呼出信号(IR) 

 

通話後は通常交換動作と同様です。 

相互の呼出相手が固定している交換動作です。 

 CH1         CH2 

 CH3         CH4 
 
 
 

通 信 中 
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16.6 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ交換動作 

 

 

 

 
 

EXCEL-9000 発呼側 被呼側 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

発信音(DT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/DTMF) 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号:最大 20 桁 

呼出音(RBT) 

1 次応答信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

呼出信号(IR) 

通話後は通常交換動作と同様です。 

極性反転は次の条件時に自動的に発生します。 

国名：日本(JPN)又はｶｽﾀﾑ設定時(9204)に極性反転ありの場合 

呼出信号開始時間(DTMF CALL)、内線信号開始時間(DTMF START)、内線指定信号送出時間(DTMF 

TRANSMIT)、内線指定信号停止時間(DTMF PAUSE)、内線指定信号送出ﾚﾍﾞﾙ(DTMF LEVEL)は設定

可能です。 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/DTMF) 

内線番号:最大 4桁 

内線指定信号(DTMF)設定可 

 送出時間(DTMF TRANSMIT) 

 停止時間(DTMF PAUSE) 

 送出電圧(DTMF VOLTAGE) 

内線指定受信完了信号 

       (ｵﾝﾌｯｸ) 

2 次応答信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

通 話 中 

0.1sec 以上設定可 

(DTMF CALL) 

0.6sec 以上設定可 

 (DTMF START) 

極性反転 

極性復帰 

6sec ﾀｲﾑｱｯﾌﾟ 
ﾀｲﾑｱｳﾄ時､発呼 BT 
被呼は待機状態 

2.1sec以内に内線指定受
信完了信号がなければ
発呼､被呼共 BT 

0.3sec 程度 
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15.7 ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ交換動作 

 

 

 

 
 

EXCEL-9000 発呼側 被呼側 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

発信音(DT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/DTMF) 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号:最大 20 桁 

情報受信端末起動信号(CAR)設定可 

 送出時間(CAR TRANSMIT) 

 停止時間(CAR PAUSE) 

 送出電圧(CAR VOLTAGE) 

情報等(ﾓﾃﾞﾑ信号)設定可 

 ﾓﾃﾞﾑ信号ﾚﾍﾞﾙ(MODEM LEVEL) 

 ﾏｰｸ送出時間(MARK TRANSMIT) 

極性反転 

ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ交換動作時には情報等(ﾓﾃﾞﾑ信号)から受信完了信号(ｵﾌﾌｯｸ)迄の待ちﾀｲﾐﾝｸﾞ時間

が最大 2sec になります。 

情報受信端末起動信号(CAR)の信号開始時間(CAR CALL)、信号送出時間(CAR TRANSMIT)、信号

停止時間(CAR PAUSE)、信号送出電圧(CAR VOLTAGE)を任意の値に設定可能です。 

通話後は通常交換動作と同様です。 

極性反転は次の条件時に自動的に発生します。 

国名：日本(JPN)又はｶｽﾀﾑ設定時(9204)に極性反転ありの場合 

1 次応答信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

受信完了信号(ｵﾝﾌｯｸ) 

呼出信号(IR) 

2 次応答信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

極性復帰 

0.1sec 以上 

設定可(CAR CALL) 

0.1sec～3.0sec 

設定可(MODEM1 START) 

0.3sec 以上 

待ちﾀｲﾐﾝｸﾞ最大 6sec 

待ちﾀｲﾐﾝｸﾞ最大 7sec 

(ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ時は 2sec) 

0.6sec 以上 呼出音(RBT) 
0.3sec 以上 

通 話 中 
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15.8 通信中ﾅﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ交換動作 

 

 

 

 

 

EXCEL-9000 発呼側(割込み者) 被呼側 

情報受信端末起動音(CAT)設定可 

 送出時間(CAT TRANSMIT) 

 停止時間(CAT PAUSE) 

 送出ﾚﾍﾞﾙ(CAT LEVEL) 

情報等(ﾓﾃﾞﾑ信号) 設定可 

 ﾓﾃﾞﾑ信号ﾚﾍﾞﾙ(MODEM LEVEL) 

 ﾏｰｸ送出時間(MARK TRANSMIT) 

着信表示音(IIT)設定可 

 送出時間(IIT TRANSMIT) 

 停止時間(IIT PAUSE) 

 送出ﾚﾍﾞﾙ(IIT LEVEL) 

発呼側(割込み者)への切替はｷｬｯﾁﾎﾝ交換動作と同様です 

 

情報受信端末起動音(CAT)の信号開始時間(CAT CALL)、信号送出時間(CAT TRANSMIT)、信号停

止時間(CAT PAUSE)、信号送出ﾚﾍﾞﾙ(CAR LEVEL)、情報等送出ﾀｲﾐﾝｸﾞ(MODEM2 START)、着信表

示音(IIT SELECT)、着信表示音ﾚﾍﾞﾙ(IIT LEVEL)、保留音ﾚﾍﾞﾙ(HST LEVEL)、を任意の値に設

定可能です。 

通話後は通常交換動作と同様です。 

1sec 程度 

設定可(CAT CALL) 

情 報 等 送 出 ﾀ ｲ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ

0.3sec 以上 

設定可(MODEM2 START)

呼出音(RBT) 

0.1sec 程度 

着信表示音(IIT) 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

発信音(DT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/DTMF) 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号:最大 20 桁 

無
音
状
態 

発呼側(通話者) 
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15.9 ｷｬｯﾁﾎﾝ交換動作 

 

 

 

 
 

EXCEL-9000 発呼側(通話者) 被呼側 

保留音(HST)設定可 

 送出時間(HST TRANSMIT) 

 停止時間(HST PAUSE) 

 送出ﾚﾍﾞﾙ(HST LEVEL) 

着信表示音(IIT)設定可 

 送出時間(IIT TRANSMIT) 

 停止時間(IIT PAUSE) 

 送出ﾚﾍﾞﾙ(IIT LEVEL) 

 

着信表示音ﾚﾍﾞﾙ(IIT LEVEL)、保留音ﾚﾍﾞﾙ(IIT LEVEL)を任意の値に設定可能です。 

通話後は通常交換動作と同様です。 

呼出音(RBT) 

発呼信号(ｵﾌﾌｯｸ) 

発信音(DT) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(DP/ DTMF) 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号:最大 20 桁 

発呼側(割込み者) 

通話中 

ﾌｯｷﾝｸﾞ 

ﾌｯｷﾝｸﾞ 

通 話 中 

通 話 中 

保留音(HST) 
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16  各国の設定一覧 

 

16.1 各種周波数、ﾚﾍﾞﾙ及びﾀｲﾐﾝｸﾞ一覧 

 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(AUS) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 383 17 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- 417 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -16 -16 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 400 400 400 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 350 200 200 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- 400 400 ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- 2000 2000 ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾍﾞﾙｷﾞｰ(BEL) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 450 450 450 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 200 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 200 3000 3000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(BRA) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 450 425 425 20 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 250 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 250 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ｶﾅﾀﾞ(CAN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 350 480 440 20 900 

周波数 2(Hz) 440 620 480 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 45Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 2000 2000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 
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ﾁｪｺｽﾛﾊﾞｷｱ(CZE) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 450 450 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 50Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 300 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 300 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ(DEN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 100 800 800 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 560 7200 7200 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ(FIN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 50Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 300 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 300 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾌﾗﾝｽ(FRA) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 440 440 400 50 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 45Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1500 1500 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 3500 3500 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 
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ｷﾞﾘｼｬ(GRE) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 350 450 450 25 900 

周波数 2(Hz) 440 ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 50Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 300 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 300 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾄﾞｲﾂ(GER) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾊﾝｶﾞﾘｰ(HUN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 50 850 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- ---- 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- ---- 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 50Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 300 1200 1200 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 300 3700 3700 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ(IRL) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 50 400 375 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- 475 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 400 400 400 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 300 200 200 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- 400 400 ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- 2000 2000 ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 
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ｲﾀﾘｱ(ITA) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 50Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 600 200 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) 1000 200 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) 200 ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) 200 ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

日本(JPN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 400 400 400 16 400 

周波数 2(Hz) ---- ---- 416 ---- ---- 

周波数 3(Hz) ---- ---- 382 ---- ---- 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -20 -5 -5 70Vrms -20 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 130 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 2000 2000 120 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

韓国(KOR) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 350 480 440 20 900 

周波数 2(Hz) 440 620 480 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 2000 2000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾒｷｼｺ(MEX) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 50Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 250 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 250 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 
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ｵﾗﾝﾀﾞ(NLD) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 150 425 425 25 425 

周波数 2(Hz) 450 ---- ---- ---- ---- 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- ---- 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾉﾙｳｴｰ(NOR) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ(POL) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 400 400 400 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 75Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ(POR) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 400 400 400 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 50Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 5000 5000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 
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ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ(SIN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 376 400 376 20 900 

周波数 2(Hz) 424 ---- 424 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 800 400 400 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 700 200 200 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- 400 400 ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- 2000 2000 ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ｽﾍﾟｲﾝ(SPN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 20 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 200 1500 1500 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 200 3000 3000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(SWE) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 300 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 200 5000 5000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ｽｲｽ(SWI) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 425 425 425 25 900 

周波数 2(Hz) ---- ---- ---- ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 
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台湾(TWN) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 350 480 440 20 900 

周波数 2(Hz) 440 620 480 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 90Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 1000 1000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 2000 2000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ｲｷﾞﾘｽ(UK) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 350 400 400 25 900 

周波数 2(Hz) 440 ---- 450 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 400 400 400 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 400 200 200 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- 400 400 ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- 2000 2000 ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

ｱﾒﾘｶ(USA) DT BT RBT IR SDT 

周波数 1(Hz) 350 480 440 20 900 

周波数 2(Hz) 440 620 480 ---- 1020 

周波数 3(Hz) ---- ---- ---- ---- 1140 

ﾚﾍﾞﾙ(dBm) -12 -20 -20 60Vrms -12 

ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 時間 1(ms) 連続 500 2000 2000 連続 

OFF 時間 1(ms) ---- 500 4000 4000 ---- 

ON 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 2(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

ON 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

OFF 時間 3(ms) ---- ---- ---- ---- ---- 

 

()内は、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上での表示 

 

DT  :Dial Tone 

BT  :Busy Tone 

RBT :Ring Back Tone 

IR  :Ring Signal 

SDT :Secondry Dial Tone 

 

 

終話後発生信号は以下の通りです。  

 ｱﾒﾘｶ(USA) ：DT 

 ｲｷﾞﾘｽ(UK) ：NONE(無音) 

 その他の国 ：BT 

 

 変更させたい場合は、ｶｽﾀﾑ設定 14.3.6 項を参照して下さい。 
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16.2  “0”発信交換時のﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ 

 

“0”発信交換時のﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ信号音は、以下の設定で固定です。 

 

 周波数 1  400Hz 

  2  ---- 

  3  ---- 

      ﾚﾍﾞﾙ  -20dBm 

    ｹｰﾃﾞﾝｽ ON 1  250ms 

             OFF 1  250ms 

              ON 2  ---- 

             OFF 2  ---- 

              ON 3  ---- 

             OFF 3  ---- 
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2005 年 11 月 15 日 第 3 版 発行 

2006 年 04 月 24 日 第 4 版 発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先：株式会社ニシヤマ 電力通信営業部 

〒143-0016      東京都大田区大森北大森北 4-11-11 

TEL 03(5767)4210  FAX 03(5767)4438 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ   ：http://www.nishiyama.co.jp 

  E-mail      ：info@nishiyama.co.jp 


